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概要

2010年4月25日から 30日の日程で， トルコのアン

タルヤ (Antalya)にて， ICSM 2010が開催された。この

会議は，2008年8月にアンタルヤから車で東に 1時間ほ

どのスィデ (Side)で開催された ICSM2008に続くもの

である。アンタルヤ周辺(スィデも含めて)はリゾー ト

地で，最近はロシア人，少し前はドイツ人の保養客の多い

ところである。また，アンタルヤの旧市街ではローマ帝国

時代からの遺跡も残る古い町並みが見られ，また，郊外に

もローマ時代などの遺跡が散在している。時聞を見つけて，

郊外の遺跡を訪れた方やパムッカレまで足を伸ば‘した方も

いたようだ、った。

さて，会議であるが，参加者数約650名，口頭発表約

320件，ポスタ一発表約 300件といった規模の会議であっ

た。前回のICSM2008にも報告者は参加したが，規模は

約2倍程度に大きくなっていょうか。トルコは，急速な

経済発展中であることやEU加盟を目指していることもあ
り，固として科学技術の振興に相当な資金を投入している

ようで，このような国際会議の開催もその一環と見受けら

れる。ヨーロッパ(ロシアを含む)を中心に，著名な，ま

た，活発に研究を展開している研究者も多数参加し，講演

内容のレベルも高かった。会議の内容は，超伝導体，磁性

体の物理から応用までをカバーはしているが，どちらか

と言えば基礎，物理に関連するセッションが主体であり，

参加者も，報告者がいつも参加する ASCやISSなどとは

かなり異なっていた。パラレルセッションも多かったの

で，線材 ・導体や，交涜損失に関するセッションに参加し

た。線材・導体のセッションでは， ROEBELケーブルにつ

いての発表，さらにそれを応用した大容量導体の話などが

興味深かった。高温超伝導線も応用の拡大を考えると大電
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涜化のための技術開発が必須で，日本でもこの分野の研究

開発の加速が必要であろう。交流損失のセッションは正確

にはNumericalmethod for ac lossesというセッションで，

CampbellやBrandtといった大御所の発表のほか，スロパ

キアのGomoryや日本の宮城(岡山大)，雨宮などから，

各種の数値計算法や，磁性休を構成材の一部とする線材の

交流損失19~析についての報告があった。 この方面の研究は

日欧で盛んである。また，セッションの後のソーシャルイ

ベントも，ボートツアーや舞踊(ベリーダンスも)，パン

ケットと多彩で楽しませるものであった。

トルコは，イスラム圏の中で，第一次世界大戦後，独自

の西欧的近代化路線を歩んできた国である。お酒も自由に

飲め夕食なども楽しめる一方で，イスラム世界の雰囲気や

東洋と西洋の聞の独特の雰囲気を感じることもでき，訪れ

るにはよいところである。イスタンブールはトプカプ宮殿

など見所に滋れたボスポラス海峡に面した魅力的な街であ

るし，カッパドキアやパムッカレなどぜひ訪ねてみたい

場所も多い。ICSM2010のConferenceDirectorを務めた

アンカラ大学のAliG巴ncer教授は，昨年 12月に松江で開

催したACASC2009にも出席した。その折に， ACASCの

開催国(現在は，日本，韓国， 1=1:1匡1)にトルコも加わり，

2013年のACASCをトルコで開催するという話も出てい

る。もし，これが実現すれば，低温工学協会(その時点で、は，

低温工学 ・超電導学会?)会員諸氏にとっても，トルコ訪

問のよい機会となるかもしれない。 (京都大 雨宮尚之)

超伝導線材

ICSM 2010には，特に欧州から多数の研究者が参加し

たが国際会議での常連の顔ぶれも多く，予想した以上に充

実した会議で、あった。以下に MgB2と鉄系超伝導体に関し

て，筆者の興味を持った発表について概略を報告したい。

日本からの発表も多くあったが，そのほとんどは国内の会

議で発表済みであるので，乙こでは外国からの発表につい

て報告することLこする。

Belgium， Inst. Nanoscale Physics and Chemistryの

v.v. Moshchalkoyは， Plenary Talk において Type-I.5
Superconductiyityと題して発表した。MgB2は2つのパ
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ンドを有することから 2つのオーダパラメータを有する

超伝導体であり，商品位のMgB2においては， σ電子につ

いては ì~，/ça>1人々で第2穏趨伝導であり，したがって磁

来線はお互いに反発するが， π電子はλノι<1/花となっ
て第11重1也伝導で，磁束線はお互いに引き合って合体する
傾向にあるとし，このような超伝導体においては，磁束線

は独特の振る舞いをして，ストライプやクラスターとなっ

た磁来線の集合体が現れることが分子動力学による計算上

からもピッターパターンによる1iJlili'Jからも認められるとし

ている。

Geneva火のF1ukigerはPIT法線材における冷悶プレス

による高J，化について発表した。テープにおいては，J仁の
奥方性に変化はなく，またピン止め特性にも変化のないこ

とから，高J，化は充填率向上による connectivityの向上

が原閣としている。さらに，冷問プレスにより， n {[立が約

2 {i自に向上したとしている。また，長尺線材への迎IIJを念

頭において， 15 cmのテープを使ってテープを送りなが

ら繰り返しフ。レスを行ったところ，J，は短尺テープと君主わ

りがないことから，超尺線材への適用が可能であるとして

いる。また，テープは奥方性が"}，きいがi耳方性の小さな矩

形の線材に対しでもこの方法は有効であるとしている。

また，問じグループのSenatoreは冷IHlプレスによりえの

転移幅がl;liくなり，パーコレーションに必要な趨伝導体の

休校iが低下することから， I也伝導j日の均一伎が向上したと

しているが，組織に質的な変化が起きていると考えられる。

Australia， Wollongong大の Douは， MgB2における

Chemical doping and strain effectについて発表した。溜i々

のカーボンや炭化物，有機物の添加について報告したが，

特にリンゴ際 (Malicacid)の添加が高J，化に有効である
としている。ただし他の炭素化合物添加とは奥なり，リ

ンゴ駿添加の場合は，カーボンはMgB2に多くは取り込ま

れていないと述べた。また，MgB2とSiCとの複合体にお

いては，両者一の然'J!例長率の大きな逃いから低況1においては
MgB2に残樹盗みが導入され，これが磁束紋のピン止め点

となってにの低下を最小限に抑えてJ，や不可逆磁界を向

上させることができると述べた。

Dresden， IFWのHerrmannらは，かれらが以前から1iっ

ている高エネルギーボールミルによるメカニカルアロイン

グ (MA)の効泉について発表した。ミリングのH寺のエネ

ルギーが上昇するにしたがってプリカーサ粉末の微細|化

が進み，またメカニカルアロイングも進んで，J，が向上す

るとしている。また，このMA粉末を使って BrukerHTS 

GmbHと共同で 1，000m級の線材も作製しており，この

線材はJ，=91Almm2 (4.2 K， 5 T)でHyperTechの線材

に近い特性が得られているとしている。 MAによるプリ

カーサ粉末の作製は簡便でifl産も可能で，長尺線材作製に
は最もi醸した方法であるとしている。

鉄系超伝導材料については，まず Flo口daState Univ 

(High Magnetic Field Lab，)の Gurevichは，鉄系趨伝導
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体の高磁界特性について報告した。 Nd.1111について，

l;"b=2 -3 nm， 1;，=0.3 -0.4 nmであり， Y.123に似た特

性であるとしている。また，ab而に平行に磁界をかけた

場合のHcZ-T曲線は，低11m.側で高く{中び，これは MgB，に
似ているがMgB2と同様、に二バンドモデルで説明できると

している。しかしながら 122;lE!や 1lf目のHc2-T特性はす

こし異なっており， MgB2よりもむしろ HeavyFermion紐

伝導体のそれに近いとしている。また多くの鉄系超伝導体

においては，低潟iのH'2はパウリ常磁七Eリミットを1包えて

いると述べた。また，バイクリス安ルにおけるLのミス
アライメント角度依存性はY.123のそれによく似ている

と述べた。

ETH ZurichのKarpinskiは， Sm.1111単結晶の合成

と趨伝導特性について報告した。単結晶の合成はCubic

Anvilを汀lいた 30kBarのお圧合成によっている。{s:i!日1の

人はゼロ磁界で 10'Alcm2を超えている。 J//ab固とJ//c

車111の磁界依存伎は，いずれも低混ではかなり小さい。また

]//ab而は727い温度額峨でも磁界依存性が小さいのに対し
て，J/!c網11は前1混では磁界とともに急激に減少し，高ILl

においてはJ，の奥方位が大きくなるとしている。これら
のJ，のふるまいはおjR酸化物i也伝導体のそれに煩似して
いる。

中国科学院電工研究所のMaは， 1111ならびに 122飽

伝導体のPIT法による線材化について発表した。シース

材としてTaやFeを使っているが， 1111系については熱

処理温度が高いためにi宣伝導体とシース材開で反応が起こ

り，シース材を付けたままでは輸送1也伝導氾流の測定がで

きないとしている。 122系については，シース材と越伝

導体との聞に銀のバリア材を設けることでこの問題をWriJと
することができ，輸送超伝導電流の測定に成功している。

また， 122線材については銀添加により不可逆磁界やト

ランスポートLが穴阪に向上するとしている。これは銀
添加によって趨伝導j百におけるアモルファス粧lが減少し，

Connectivityが向上したためとしているが，依然として弱

総合があり，磁界がかかるとλは急激に低下するという
銚点がある。

IFW DresdenのIidaらは Ba(Fe1.，.co)2As2制限の作製と

特切について報告した。肢は PLD 法で作製し，種々の*~

板上にエピタキシャル成長させている。エピタキシャル成

長させるためには基板の潟度が非常に重姿て、あるが，温

度が上がると Feがpoorとなってにがドがるとしている。

殻適な基板潟度は 700Tでには 21.4Kであった。 T，は基
板とj肢とのIi号の絡子のミスフィットをコントロールするこ

とにより制御でき， SrTi03基板を用いた場合で 24.5Kの

T，を得たとしている。また陀じグループのHolzapfelは同

じ方法でエピ空キシャル成長させた La.1111多結晶限に

ついて述べ， 4.2 Kで約 104Alcm2のLを報告した。結晶
粒界による弱結合が存在すると述べた。

(物材機構 熊合計長関)
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